
(57)【要約】

　歯列矯正治療を支援するために、正中線と大臼歯との

関係データを正中線チャートに入力し、第１、第２、第

３、第４、第５および第６叢生／間隔（Ｃ／Ｓ）データ

を、第１および第２テーブルを有する不調和チャートに

入力し、第１および第２テーブルからのデータを予測治

療チャートに入力する。第１テーブルは、患者の顎の犬

歯から正中線領域のみに関連するデータを含み、第２テ

ーブルは、患者の顎の第２大臼歯から正中線領域に関連

し患者の顎の犬歯から正中線領域を含む。第１Ｃ／Ｓデ

ータは犬歯から正中線領域に関連し、第２Ｃ／Ｓデータ

は双頭歯領域に関連し、第３Ｃ／Ｓデータは大臼歯領域

に関連し、第４Ｃ／Ｓデータはスピーの彎曲に関連し、

第５Ｃ／Ｓデータは正中線位置に関連し、第６Ｃ／Ｓデ

ータは切歯位置に関連する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 歯 列 矯 正 治 療 を 展 開 す る 方 法 で あ っ て 、
　 第 １ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 該 第 １
テ ー ブ ル が 患 者 の 顎 の 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域 に 関 連 し 、 該 第 ２ テ ー ブ ル が 該 患 者 の 顎 の 第 ２
大 臼 歯 か ら 正 中 線 領 域 に 関 連 し 、 該 第 １ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 該 患 者 の 顎 の 右 お よ び 左 犬 歯
か ら 正 中 線 領 域 に 関 連 す る も の で あ る ス テ ッ プ と 、
　 該 第 １ テ ー ブ ル で は な く 該 第 ２ テ ー ブ ル に 第 ２ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で
あ っ て 、 該 第 ２ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 該 患 者 の 顎 の 双 頭 歯 領 域 に 関 連 す る も の で あ る ス テ ッ
プ と 、
　 該 第 １ テ ー ブ ル で は な く 該 第 ２ テ ー ブ ル に 第 ３ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で
あ っ て 、 該 第 ３ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 該 患 者 の 顎 の 大 臼 歯 領 域 に 関 連 す る も の で あ る ス テ ッ
プ と 、
　 該 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル に ス ピ ー の 彎 曲 間 隔 デ ー タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 該
ス ピ ー の 彎 曲 間 隔 デ ー タ が 、 該 患 者 の 顎 の ス ピ ー の 彎 曲 を 矯 正 す る た め に 必 要 な 空 間 に 関
連 す る も の で あ る ス テ ッ プ と 、
　 該 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル に 正 中 線 間 隔 デ ー タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 該 正 中 線
間 隔 デ ー タ が 、 該 患 者 の 顎 に お け る 歯 の 正 中 線 を 移 動 さ せ る た め に 生 成 さ れ か つ 必 要 な 空
間 に 関 連 す る も の で あ る ス テ ッ プ と 、
　 該 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル に 切 歯 位 置 デ ー タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 該 切 歯 位 置
デ ー タ が 、 該 患 者 の 顎 に お け る 切 歯 の 位 置 を 矯 正 す る た め に 必 要 な 空 間 に 関 連 す る も の で
あ る ス テ ッ プ と 、
　 該 第 ２ テ ー ブ ル で は な く 該 第 １ テ ー ブ ル に 対 し 、 該 第 １ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ と 、 該 ス ピ ー
の 彎 曲 間 隔 デ ー タ と 、 該 正 中 線 間 隔 デ ー タ と 、 該 切 歯 位 置 デ ー タ と 、 を 合 計 す る こ と に よ
り 第 １ 総 計 を も た ら す ス テ ッ プ と 、
　 該 第 １ テ ー ブ ル で は な く 該 第 ２ テ ー ブ ル に 対 し 、 該 第 １ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ と 、 該 第 ２ 叢
生 ／ 間 隔 デ ー タ と 、 該 第 ３ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ と 、 該 ス ピ ー の 彎 曲 間 隔 デ ー タ と 、 該 正 中 線
間 隔 デ ー タ と 、 該 切 歯 位 置 デ ー タ と 、 を 合 計 す る こ と に よ り 第 ２ 総 計 を も た ら す ス テ ッ プ
と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 総 計 の う ち の 少 な く と も 一 方 に 対 し 他 の 生 成 さ れ た 空 間 を 追 加 す る
ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 抜 歯 に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 ス ト リ ッ ピ ン グ に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 ２
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 拡 大 に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 遠 心 移 動 に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 ５ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 拡 大 に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 遠 心 移 動 に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 ７ に 記 載

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-510290 A 2005.4.21



の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 遠 心 移 動 に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 ２ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 ス ト リ ッ ピ ン グ に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 ９
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 正 中 線 と 大 臼 歯 と の 関 係 を 正 中 線 チ ャ ー ト に 記 入 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル か ら の デ ー タ を 予 測 治 療 チ ャ ー ト に 記 入 す る ス テ ッ プ を さ
ら に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 正 中 線 と 大 臼 歯 と の 関 係 を 正 中 線 チ ャ ー ト に 記 入 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １
２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 歯 列 矯 正 に 関 連 す る 方 法 で あ っ て 、
　 第 １ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 該 第 １
テ ー ブ ル が 患 者 の 顎 の 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域 に の み 関 連 す る デ ー タ を 含 み 、 該 第 ２ テ ー ブ ル
が 該 患 者 の 顎 の 第 ２ 大 臼 歯 か ら 正 中 線 領 域 に 関 連 し 該 患 者 の 顎 の 該 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域 に
関 連 す る デ ー タ を 含 み 、 該 第 １ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 該 患 者 の 顎 の 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域 に 関
連 す る も の で あ る ス テ ッ プ と 、
　 該 第 ２ テ ー ブ ル に 第 ２ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 該 第 ２ 叢 生 ／ 間
隔 デ ー タ が 該 患 者 の 顎 の 双 頭 歯 領 域 に 関 連 す る も の で あ る ス テ ッ プ と 、
　 該 第 ２ テ ー ブ ル に 第 ３ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 該 第 ３ 叢 生 ／ 間
隔 デ ー タ が 該 患 者 の 顎 の 大 臼 歯 領 域 に 関 連 す る も の で あ る ス テ ッ プ と 、
　 該 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル に ス ピ ー の 彎 曲 間 隔 デ ー タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 該
ス ピ ー の 彎 曲 間 隔 デ ー タ が 、 該 患 者 の 顎 の ス ピ ー の 彎 曲 を 矯 正 す る た め に 必 要 な 空 間 に 関
連 す る も の で あ る ス テ ッ プ と 、
　 該 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル に 正 中 線 間 隔 デ ー タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 該 正 中 線
間 隔 デ ー タ が 、 該 患 者 の 顎 に お け る 歯 の 正 中 線 を 移 動 さ せ る た め に 生 成 さ れ か つ 必 要 な 空
間 に 関 連 す る も の で あ る ス テ ッ プ と 、
　 該 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル に 切 歯 位 置 デ ー タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 該 切 歯 位 置
デ ー タ が 、 該 患 者 の 顎 に お け る 切 歯 の 位 置 を 矯 正 す る た め に 必 要 な 空 間 に 関 連 す る も の で
あ る ス テ ッ プ と 、
　 該 第 １ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ と 、 該 ス ピ ー の 彎 曲 間 隔 デ ー タ と 、 該 正 中 線 間 隔 デ ー タ と 、 該
切 歯 位 置 デ ー タ と 、 を 合 計 す る こ と に よ り 第 １ 総 計 を も た ら し 、 該 第 １ 総 計 を 第 １ 初 期 不
調 和 と し て 該 第 １ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 該 第 １ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ と 、 該 第 ２ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ と 、 該 第 ３ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ と 、
該 ス ピ ー の 彎 曲 間 隔 デ ー タ と 、 該 正 中 線 間 隔 デ ー タ と 、 該 切 歯 位 置 デ ー タ と 、 を 合 計 す る
こ と に よ り 第 ２ 総 計 を も た ら し 、 該 第 ２ 総 計 を 第 ２ 初 期 不 調 和 と し て 該 第 ２ テ ー ブ ル に 記
入 す る ス テ ッ プ と 、
　 他 の 生 成 さ れ た 空 間 を 該 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 該 第 １ 総 計 と 該 他 の 生 成 さ れ た 空 間 と を 合 計 す る こ と に よ り 第 ３ 総 計 を も た ら し 、 該 第
３ 総 計 を 第 １ 残 存 不 調 和 と し て 該 第 １ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 該 第 ２ 総 計 と 該 他 の 生 成 さ れ た 空 間 と を 合 計 す る こ と に よ り 第 ４ 総 計 を も た ら し 、 該 第
４ 総 計 を 第 ２ 残 存 不 調 和 と し て 該 第 ２ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
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　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 ス ト リ ッ ピ ン グ に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 １
４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 拡 大 に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 遠 心 移 動 に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 １ ４ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 抜 歯 に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 正 中 線 と 大 臼 歯 と の 関 係 を 正 中 線 チ ャ ー ト に 追 加 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １
４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル か ら の デ ー タ を 予 測 治 療 チ ャ ー ト に 追 加 す る ス テ ッ プ を さ
ら に 含 む 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 正 中 線 と 大 臼 歯 と の 関 係 を 正 中 線 チ ャ ー ト に 追 加 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ２
０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 歯 列 矯 正 に 関 連 す る 方 法 で あ っ て 、
　 正 中 線 と 大 臼 歯 と の 関 係 を 正 中 線 チ ャ ー ト に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル を 有 す る 不 調 和 チ ャ ー ト に 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ 、 第 ５ お
よ び 第 ６ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 該 第 １ テ ー ブ ル が 患 者 の 顎 の 犬
歯 か ら 正 中 線 領 域 の み に 関 連 す る デ ー タ を 含 み 、 該 第 ２ テ ー ブ ル が 、 該 患 者 の 顎 の 第 ２ 大
臼 歯 か ら 正 中 線 領 域 に 関 連 し 該 患 者 の 顎 の 該 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域 を 含 み 、 該 第 １ 叢 生 ／ 間
隔 デ ー タ が 、 該 患 者 の 顎 の 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域 に 関 連 し 、 該 第 ２ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 、 該
患 者 の 顎 の 双 頭 歯 領 域 に 関 連 し 、 該 第 ３ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 、 該 患 者 の 顎 の 大 臼 歯 領 域 に
関 連 し 、 該 第 ４ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 、 ス ピ ー の 彎 曲 に 関 連 し 、 該 第 ５ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が
、 正 中 線 位 置 に 関 連 し 、 該 第 ６ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 、 切 歯 位 置 に 関 連 す る も の で あ る ス テ
ッ プ と 、
　 該 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル か ら の デ ー タ を 予 測 治 療 チ ャ ー ト に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル の デ ー タ を 合 計 す る こ と に よ り 夫 々 第 １ お よ び 第 ２ 総 計 を
も た ら し 、 該 第 １ 総 計 を 第 １ 不 調 和 と し て 該 第 １ テ ー ブ ル に 記 入 し 、 該 第 ２ 総 計 を 第 ２ 不
調 和 と し て 該 第 １ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 不 調 和 が 、 夫 々 第 １ お よ び 第 ２ 初 期 不 調 和 を 含 み 、
　 他 の 生 成 さ れ た 空 間 に 関 連 す る デ ー タ を 前 記 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ
プ と 、
　 該 第 １ 初 期 不 調 和 を 該 他 の 生 成 さ れ た 空 間 と 合 計 す る こ と に よ り 第 １ 残 存 不 調 和 を も た
ら し 、 該 第 １ 残 存 不 調 和 を 該 第 １ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 該 第 ２ 初 期 不 調 和 を 該 他 の 生 成 さ れ た 空 間 と 合 計 す る こ と に よ り 第 ２ 残 存 不 調 和 を も た
ら し 、 該 第 ２ 残 存 不 調 和 を 該 第 ２ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、
を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 抜 歯 に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の
方 法 。
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【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 ス ト リ ッ ピ ン グ に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 ２
４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 拡 大 に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 遠 心 移 動 に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 ２ ４ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 大 臼 歯 の 抜 歯 に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 に 関 す る デ ー タ を 前 記 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル の
少 な く と も 一 方 に 記 入 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 歯 列 矯 正 に 関 連 す る 方 法 で あ っ て 、
　 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 第 １ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 該 第 １ テ ー ブ ル に 記 入
さ れ る 該 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 、 患 者 の 顎 の 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域 に 関 連 す る も の で あ る ス テ
ッ プ と 、
　 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 第 ２ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 該 第 ２ テ ー ブ ル に 記 入
さ れ る 該 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 、 該 患 者 の 顎 の 第 ２ 大 臼 歯 か ら 正 中 線 領 域 に 関 連 し 、 該 患 者
の 顎 の 該 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域 に 関 連 す る 該 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 含 む も の で あ る ス テ ッ プ と
、
　 該 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル に 記 入 さ れ た 該 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ に 基 づ い て 歯 列 矯 正 治 療 を
計 画 す る ス テ ッ プ と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 正 中 線 と 大 臼 歯 と の 関 係 を 正 中 線 チ ャ ー ト に 追 加 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ３
０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 計 画 さ れ た 歯 列 矯 正 治 療 に 関 連 す る デ ー タ を 予 測 治 療 チ ャ ー ト に 追 加 す る ス テ ッ プ
を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 正 中 線 と 大 臼 歯 と の 関 係 を 正 中 線 チ ャ ー ト に 追 加 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ３
２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 第 １ テ ー ブ ル の 前 記 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 合 計 す る こ と に よ り 第 １ 総 計 を も た ら し 、
該 第 １ 総 計 を 第 １ 不 調 和 と し て 該 第 １ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 ２ テ ー ブ ル の 前 記 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 合 計 す る こ と に よ り 第 ２ 総 計 を も た ら し 、
該 第 ２ 総 計 を 第 ２ 不 調 和 と し て 該 第 ２ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、
を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 第 ２ テ ー ブ ル の 前 記 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 、 前 記 患 者 の 顎 の 双 頭 歯 領 域 に 関 連 す る 叢
生 ／ 間 隔 デ ー タ を 含 む 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 第 ２ テ ー ブ ル の 前 記 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 、 前 記 患 者 の 顎 の 大 臼 歯 領 域 に 関 連 す る 叢
生 ／ 間 隔 デ ー タ を 含 む 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル の 前 記 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 、 前 記 患 者 の 顎 の ス ピ ー の 彎 曲
を 矯 正 す る た め に 必 要 な 空 間 を 含 む 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル の 前 記 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 、 前 記 患 者 の 顎 の 歯 の 正 中 線 を
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移 動 さ せ る た め に 生 成 さ れ か つ 必 要 な 空 間 を 含 む 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル の 前 記 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 、 前 記 患 者 の 顎 の 切 歯 の 位 置 を
矯 正 す る た め に 必 要 な 空 間 を 含 む 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 第 １ テ ー ブ ル の 前 記 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 合 計 す る こ と に よ り 第 １ 総 計 を も た ら し 、
該 第 １ 総 計 を 第 １ 初 期 不 調 和 と し て 該 第 １ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 ２ テ ー ブ ル の 前 記 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 合 計 す る こ と に よ り 第 ２ 総 計 を も た ら し 、
該 第 ２ 総 計 を 第 ２ 初 期 不 調 和 と し て 該 第 ２ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 該 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル に 他 の 生 成 さ れ た 空 間 を 記 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 該 第 １ 合 計 と 該 他 の 生 成 さ れ た 空 間 と を 合 計 す る こ と に よ り 第 ３ 総 計 を も た ら し 、 該 第
３ 総 計 を 第 １ 残 存 不 調 和 と し て 該 第 １ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 該 第 ２ 合 計 と 該 他 の 生 成 さ れ た 空 間 と を 合 計 す る こ と に よ り 第 ４ 総 計 を も た ら し 、 該 第
４ 総 計 を 第 ２ 残 存 不 調 和 と し て 該 第 ２ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、
を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 抜 歯 に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 ス ト リ ッ ピ ン グ に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 ４
０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 拡 大 に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 他 の 生 成 さ れ た 空 間 が 、 遠 心 移 動 に よ っ て 生 成 さ れ た 空 間 を 含 む 、 請 求 項 ４ ０ に 記
載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 患 者 に 対 し 歯 列 矯 正 治 療 を 行 う 際 に 有 用 な 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 歯 列 矯 正 治 療 は 、 変 位 し た 歯 を 歯 列 矯 正 に よ り 正 し い 位 置 に 移 動 さ せ る こ と を 含 む 、 歯
科 医 術 の 一 分 野 で あ る 。 通 常 、 歯 列 矯 正 治 療 を 処 方 す る 前 に 、 患 者 の 歯 お よ び 顎 構 造 の Ｘ
線 お よ び 写 真 を 撮 影 す る 。 ま た 、 典 型 的 に は 、 患 者 の 歯 の モ ー ル ド を 作 成 す る 。 こ の モ ー
ル ド と Ｘ 線 お よ び 写 真 と に よ り 、 治 療 前 に 患 者 の 歯 お よ び 歯 列 弓 の 配 置 の モ デ ル が 提 供 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 歯 科 矯 正 医 は ま た 、 し ば し ば 、 患 者 の 歯 お よ び 歯 列 弓 の 所 望 の 位 置 の 治 療 後 モ デ ル に 頼
る 。 こ の 治 療 後 モ デ ル は 、 典 型 的 に は 、 歯 科 矯 正 医 の 経 験 お よ び 技 能 に 基 づ い て 歯 科 矯 正
医 の 頭 の 中 で 組 み 立 て ら れ る メ ン タ ル モ デ ル で あ っ た 。 し か し な が ら 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ
る 治 療 後 モ デ ル の 開 発 に よ り コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム が 歯 科 矯 正 医 を 支 援 す る こ と も 知 ら
れ て い る 。 そ し て 、 歯 科 矯 正 医 は 、 患 者 の 歯 お よ び ／ ま た は 歯 列 弓 を 治 療 前 モ デ ル に よ っ
て 表 さ れ る よ う な そ れ ら の 位 置 か ら 治 療 後 モ デ ル に よ っ て 表 さ れ る よ う な 所 望 の 位 置 ま で
移 動 さ せ る 治 療 戦 略 を 考 案 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 頭 部 測 定 分 析 も ま た 、 歯 列 矯 正 診 断 お よ び 治 療 計 画 の 重 要 な 部 分 で あ る 。 こ れ ら の 頭 部
測 定 分 析 の 大 部 分 が 、 垂 直 面 お よ び 水 平 面 に お け る 上 顎 お よ び 下 顎 の 骨 格 の 関 係 と と も に
、 切 歯 の 位 置 お よ び 角 化 を 測 定 す る 。 上 顎 お よ び 下 顎 弓 に 必 要 な 歯 の 移 動 の 方 向 お よ び 量
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に 関 す る 情 報 を 提 供 す る 頭 部 測 定 分 析 は ほ と ん ど な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 診 断 お よ び 治 療 計 画 プ ロ セ ス を 支 援 す る た め に 追 加 の 歯 科 情 報 が あ る こ と が 有 用 で あ る
。 こ の 情 報 に は 、 第 １ 大 臼 歯 、 犬 歯 お よ び 正 中 線 の 初 期 位 置 と 所 望 の 移 動 が 含 ま れ な け れ
ば な ら な い 。 図 １ 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す チ ャ ー ト は 、 従 来 、 こ の 追 加 の 情 報 の い く つ か
を 提 供 す る た め に 使 用 さ れ て き た 。 図 ４ 、 図 ５ お よ び 図 ６ は 、 こ れ ら の チ ャ ー ト に 例 示 的
な 患 者 デ ー タ の セ ッ ト を 含 む も の を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ の チ ャ ー ト を 使 用 し て 、 右 側 お よ び 左 側 に お け る 患 者 の 初 期 正 中 線 と 第 １ 大 臼 歯 と
の 関 係 を 記 録 す る 。 図 ４ に お け る 例 示 的 な デ ー タ は 、 患 者 の 上 正 中 線 が 左 右 対 称 で あ る こ
と と 、 下 正 中 線 が 上 正 中 線 か ら 右 に １ ｍ ｍ ず れ て い る こ と と 、 を 示 す 。 図 ４ の 大 臼 歯 関 係
デ ー タ は 、 右 側 に お け る 患 者 の 上 第 １ 大 臼 歯 と 下 第 １ 大 臼 歯 と の 間 の ４ ｍ ｍ の Ｉ Ｉ 級 偏 位
と 、 左 側 に お け る 患 者 の 上 第 １ 大 臼 歯 と 下 第 １ 大 臼 歯 と の 間 の ３ ． ５ ｍ ｍ の Ｉ Ｉ 級 偏 位 と
、 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ２ の チ ャ ー ト を 使 用 し て 、 下 顎 歯 列 弓 の 不 調 和 （ ｄ ｉ ｓ ｃ ｒ ｅ ｐ ａ ｎ ｃ ｙ ） を 記 録 す
る 。 ４ つ の 主 な 歯 列 弓 要 素 を 使 用 す る 。 犬 歯 と 正 中 線 と の 間 の 叢 生 の 緩 和 に 必 要 な 空 間 （
３ × ３ ） と 、 第 １ 大 臼 歯 と 正 中 線 と の 間 の 叢 生 の 緩 和 に 必 要 な 空 間 （ ６ × ６ ） と 、 を 各 側
、 す な わ ち 右 と 左 と に 対 し て 記 録 す る 。 ま た 、 下 切 歯 の 突 出 ま た は 貫 入 を 矯 正 す る た め に
必 要 な 空 間 を 、 ス ピ ー （ Ｓ ｐ ｅ ｅ ） の 彎 曲 を 平 ら に す る た め に 必 要 な 空 間 と 同 様 に 記 録 す
る 。 さ ら に 、 正 中 線 の 矯 正 に 必 要 な 空 間 も 記 録 す る 。 最 後 に 、 こ れ ら の 空 間 要 件 を 総 計 す
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ２ の チ ャ ー ト の 下 方 に ４ つ の 二 次 的 要 素 も ま た 列 挙 す る こ と が で き る 、 と い う こ と が
示 唆 さ れ て い る 。 こ れ ら の ４ つ の 二 次 的 要 素 に は 、 隣 接 面 エ ナ メ ル 削 除 に よ る 追 加 の 空 間
と 、 下 顎 歯 列 弓 第 １ 大 臼 歯 の 整 直 ま た は 遠 心 移 動 に よ る 追 加 の 空 間 と 、 下 犬 歯 お よ び 下 後
方 の 歯 の 頬 面 整 直 に よ る 追 加 の 空 間 と 、 リ ー ウ ェ イ ス ペ ー ス ま た は 「 Ｅ 」 ス ペ ー ス に よ る
追 加 の 空 間 と 、 が あ る 。 頬 面 整 直 は 、 下 顎 歯 列 弓 （ 骨 で な く 歯 ） を 広 げ る こ と で あ る 。 リ
ー ウ ェ イ ス ペ ー ス は 、 乳 犬 歯 、 第 １ 大 臼 歯 お よ び 第 ２ 大 臼 歯 と 対 応 す る 永 久 犬 歯 、 第 １ 小
臼 歯 お よ び 第 ２ 小 臼 歯 と の 寸 法 差 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ５ の 例 示 的 な デ ー タ は 、 下 顎 歯 列 弓 が 右 側 に ３ ｍ ｍ の 叢 生 を 有 し 、 そ れ が す べ て 右 下
犬 歯 に 対 し て 近 心 で あ る こ と を 示 す 。 言 い 換 え れ ば 、 右 下 犬 歯 と 正 中 線 と の 間 に ３ ｍ ｍ の
叢 生 が あ る 。 図 ５ の チ ャ ー ト は 、 右 下 側 に お い て 、 第 １ 大 臼 歯 と 正 中 線 と の 間 の 叢 生 も ま
た ３ ｍ ｍ で あ る こ と を 示 し 、 そ れ は 、 右 下 側 の 叢 生 が す べ て 犬 歯 と 正 中 線 と の 間 に あ る こ
と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 同 様 に 、 下 顎 歯 列 弓 は 左 側 に １ ｍ ｍ だ け 叢 生 を 有 し 、 そ れ は す べ て 左 下 犬 歯 に 対 し て 近
心 で あ る 。 図 ５ の チ ャ ー ト は 、 左 下 側 に お い て 、 第 １ 大 臼 歯 と 正 中 線 と の 間 の 叢 生 が 同 様
に １ ｍ ｍ で あ る こ と を 示 し 、 そ れ は 、 左 下 側 の 叢 生 が す べ て 犬 歯 と 正 中 線 と の 間 に あ る こ
と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ５ の チ ャ ー ト に よ っ て 示 す よ う に 、 下 切 歯 の 突 出 （ ま た は 貫 入 ） を 矯 正 す る た め に 、
右 下 側 お よ び 左 下 側 に ２ ｍ ｍ の 空 間 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 ス ピ ー の 彎 曲 を 矯 正 す る た め に
右 下 側 お よ び 左 下 側 に お い て １ ｍ ｍ の 空 間 が 必 要 で あ る 。 図 ７ に 、 ス ピ ー の 彎 曲 を 示 す 。
ス ピ ー の 彎 曲 の 深 さ を 、 そ の 最 深 点 で 測 定 す る 。 理 想 的 に は 、 ス ピ ー の 彎 曲 を 、 平 ら に す
る 、 す な わ ち ゼ ロ 深 さ を 有 す る よ う に す る べ き で あ る 。 し か し な が ら 、 図 ５ お よ び 図 ７ の
例 で は 、 ス ピ ー の 彎 曲 が 両 側 に お い て ２ ｍ ｍ 深 さ で あ る 、 と 想 定 す る 。 ス ピ ー の 彎 曲 の 深
さ を 、 第 ２ 大 臼 歯 の 遠 心 咬 頭 か ら 中 心 切 歯 の 切 縁 ま で 延 在 す る 線 か ら 測 定 す る 。 概 し て 、
２ ｍ ｍ 深 さ の ス ピ ー の 彎 曲 を 平 ら に す る た め に は １ ｍ ｍ の 空 間 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る
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。 こ の た め 、 図 ５ の 例 示 的 な デ ー タ は 、 ス ピ ー の 彎 曲 を 平 ら に す る た め に １ ｍ ｍ の 空 間 が
必 要 で あ る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 図 ４ に 関 し て 上 述 し た よ う に 、 下 正 中 線 は 、 右 に １ ｍ ｍ ず れ て い る 。 下 正 中 線
が 右 に １ ｍ ｍ ず れ て い る た め 、 下 正 中 線 の 矯 正 に は 、 正 中 線 を 左 に １ ｍ ｍ 移 動 さ せ る こ と
が で き る よ う に 、 左 側 に １ ｍ ｍ の 空 間 が 必 要 で あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 正 中 線 を 左 へ １ ｍ ｍ
移 動 さ せ る こ と に よ り 、 右 側 に １ ｍ ｍ の 空 間 が 生 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 右 側 に お け る 生
成 さ れ た １ ｍ ｍ の 空 間 を 、 図 ５ の チ ャ ー ト に お い て ＋ １ と し て 示 し 、 左 側 に お け る １ ｍ ｍ
の 必 要 な 空 間 を 、 図 ５ の チ ャ ー ト に お い て － １ と し て 示 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 最 後 に 、 各 領 域 （ ３ × ３ お よ び ６ × ６ ） に お い て 空 間 要 件 を 総 計 す る 。 し た が っ て 、 右
下 側 に お い て 、 叢 生 を 緩 和 し 、 下 切 歯 突 出 を 後 退 さ せ 、 ス ピ ー の 彎 曲 を 平 ら に す る た め に
、 犬 歯 と 正 中 線 と の 間 に ５ ｍ ｍ の 空 間 が 必 要 で あ る 。 図 ５ の チ ャ ー ト の デ ー タ に 基 づ き 、
こ の 空 間 要 件 は ６ ｍ ｍ （ ３ ＋ ２ ＋ １ ） で あ る 。 し か し な が ら 、 正 中 線 を 左 に １ ｍ ｍ 移 動 さ
せ る こ と に よ り 右 側 に １ ｍ ｍ の 空 間 が 生 成 さ れ る た め 、 図 ５ の チ ャ ー ト に お い て 合 計 空 間
要 件 を － ５ と し て 記 録 す る 。 こ こ で 、 マ イ ナ ス 記 号 は 、 生 成 さ れ た 空 間 で は な く 必 要 な 空
間 を 示 す 。 ま た 、 必 要 な 空 間 が す べ て ３ × ３ 領 域 に あ る た め 、 同 じ 総 空 間 要 件 を ６ × ６ 領
域 に 適 用 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 同 様 に 、 左 下 側 に お い て 、 叢 生 を 緩 和 し 、 下 切 歯 突 出 を 後 退 さ せ 、 ス ピ ー の 彎 曲 を 平 ら
に し 、 正 中 線 を 矯 正 す る た め に 、 犬 歯 と 正 中 線 と の 間 に ５ ｍ ｍ の 空 間 が 必 要 で あ る 。 図 ５
の チ ャ ー ト の デ ー タ に 基 づ き 、 こ の 空 間 要 件 は ５ ｍ ｍ （ １ ＋ ２ ＋ １ ＋ １ ） で あ る 。 こ こ で
ま た 、 図 ５ の チ ャ ー ト に お け る マ イ ナ ス 記 号 は 、 生 成 さ れ た 空 間 で は な く 必 要 な 空 間 を 示
す 。 ま た 、 必 要 な 空 間 の す べ て が ３ × ３ 領 域 内 に あ る た め 、 ６ × ６ 領 域 に 対 し て 同 様 の 要
件 を 適 用 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 概 し て 、 下 歯 の 正 し い 位 置 決 め に よ り 下 歯 が 上 歯 と 整 列 す る と 想 定 さ れ る た め 、 通 常 、
患 者 に 対 し て 上 顎 歯 列 弓 不 調 和 チ ャ ー ト を 行 わ な い 。 し か し な が ら 、 上 顎 歯 列 弓 不 調 和 チ
ャ ー ト は 、 外 科 手 術 の 場 合 等 、 歯 科 矯 正 医 に 有 用 な 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ お よ び 図 ５ の チ ャ ー ト に 示 す よ う に 、 患 者 デ ー タ を 図 １ お よ び 図 ２ の チ ャ ー ト に 挿
入 す る と 、 予 測 治 療 変 化 を 図 ３ の チ ャ ー ト に 記 録 す る こ と が で き る 。 図 ４ お よ び 図 ５ に 示
す 例 示 的 な デ ー タ に 基 づ く 予 測 治 療 を 、 図 ６ の チ ャ ー ト に 示 す 。 予 測 治 療 で は 、 抜 歯 を 行
わ な い 場 合 、 変 位 し た 下 切 歯 を 正 し い 位 置 に 置 く こ と が で き ず 、 実 際 に は 、 切 歯 の 位 置 が
よ り 悪 く な る 可 能 性 が も っ と も 高 い 、 と い う こ と を 認 め ら れ る 。 下 切 歯 の こ れ ら の 位 置 は
許 容 不 可 能 で あ る と 考 え ら れ る た め 、 予 測 治 療 に 上 下 左 右 の 第 １ 小 臼 歯 の 抜 歯 が 含 ま れ る
。 さ ら に 、 こ れ ら の 抜 歯 の た め に 、 隣 接 面 削 除 、 下 顎 歯 列 弓 第 １ 大 臼 歯 の 整 直 お よ び ／ ま
た は 下 犬 歯 お よ び 下 部 後 方 の 歯 の 頬 面 整 直 を 考 慮 す る こ と が 不 要 に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ４ 本 の 第 １ 小 臼 歯 の 抜 歯 に よ り 、 通 常 、 各 象 限 （ 右 上 、 左 上 、 右 下 お よ び 左 下 ） に お い
て ７ ｍ ｍ の 空 間 が 生 成 さ れ る 。 こ れ ら の 空 間 を 、 図 ６ の チ ャ ー ト に お い て 各 象 限 の （ ７ ）
と し て 記 録 す る 。 図 ５ の チ ャ ー ト に よ っ て 示 す よ う に 、 両 側 に お い て 正 中 線 か ら 犬 歯 ま で
の 総 下 顎 歯 列 弓 不 調 和 が ５ ｍ ｍ で あ る た め 、 左 下 お よ び 右 下 の 犬 歯 を 抜 歯 位 置 ま で 後 退 さ
せ る こ と に よ り こ の 不 調 和 を 矯 正 す る こ と が で き る 。 こ れ ら の ５ ｍ ｍ の 移 動 を 、 図 ６ の チ
ャ ー ト に お い て 右 下 お よ び 左 下 象 限 に お い て 遠 心 を 指 す 矢 印 と と も に ５ と し て 記 録 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 犬 歯 を 遠 心 に ５ ｍ ｍ 移 動 し た 後 、 抜 歯 に よ る ２ ｍ ｍ の 余 分 の 空 間 が あ る た め 、 下 抜 歯 位
置 の 各 々 に お い て そ の 余 分 の ２ ｍ ｍ の 空 間 を 閉 鎖 す る た め に 、 下 大 臼 歯 を 右 下 側 お よ び 左
下 側 に お い て ２ ｍ ｍ 近 心 に 移 動 さ せ る 。 こ れ ら の ２ ｍ ｍ の 移 動 を 、 図 ６ の チ ャ ー ト に お い
て 右 下 お よ び 左 下 象 限 に お い て 近 心 を 指 す 矢 印 と と も に ２ と し て 記 録 す る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ お よ び 図 ５ の チ ャ ー ト に 示 す よ う に 、 下 正 中 線 が 右 に １ ｍ ｍ ず れ て お り 、 し た が っ
て 下 正 中 線 を 左 に １ ｍ ｍ 移 動 さ せ る 。 こ の １ ｍ ｍ の 移 動 を 、 図 ６ の チ ャ ー ト に お い て 下 顎
に お い て 左 を 指 し て い る 矢 印 と と も に １ と し て 記 録 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ６ の チ ャ ー ト に よ っ て 示 す よ う に 、 右 側 に お け る 正 中 線 か ら 犬 歯 ま で の 総 上 顎 歯 列 弓
不 調 和 は ９ ｍ ｍ で あ り 、 左 側 に お け る 正 中 線 か ら 犬 歯 ま で の 総 上 顎 歯 列 弓 不 調 和 は ８ ． ５
ｍ ｍ で あ る 。 こ れ ら の 不 調 和 の 矯 正 に は 、 右 上 犬 歯 を 右 上 抜 歯 位 置 に ９ ｍ ｍ 後 退 さ せ る こ
と と 、 左 上 犬 歯 を 左 上 抜 歯 位 置 に ８ ． ５ ｍ ｍ 後 退 さ せ る こ と と 、 が 必 要 で あ る 。 こ れ ら の
９ ｍ ｍ お よ び ８ ． ５ ｍ ｍ の 移 動 を 、 図 ６ の チ ャ ー ト に お い て 、 右 上 お よ び 左 上 象 限 に お い
て 遠 心 を 指 す 対 応 す る 矢 印 と と も に 夫 々 ９ お よ び ８ ． ５ と し て 記 録 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 右 上 象 限 に お い て ま だ さ ら な る ２ ｍ ｍ の 空 間 が 必 要 で あ る た め 、 そ の 追 加 の ２ ｍ ｍ の 空
間 を 生 成 す る た め に 右 上 大 臼 歯 を ２ ｍ ｍ 遠 心 に 移 動 さ せ る 。 同 様 に 、 左 上 象 限 に お い て ま
だ さ ら な る １ ． ５ ｍ ｍ の 空 間 が 必 要 で あ る た め 、 そ の 追 加 の １ ． ５ ｍ ｍ の 空 間 を 生 成 す る
た め に 左 上 大 臼 歯 を １ ． ５ ｍ ｍ 遠 心 に 移 動 さ せ る 。 こ れ ら の ２ ｍ ｍ お よ び １ ． ５ ｍ ｍ の 移
動 を 、 図 ６ の チ ャ ー ト に お い て 、 右 上 お よ び 左 上 象 限 に お い て 遠 心 を 指 す 対 応 す る 矢 印 と
と も に ２ と し て 記 録 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ お よ び 図 ５ の チ ャ ー ト に 示 す よ う に 、 上 正 中 線 の 移 動 は 不 要 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ ら の チ ャ ー ト は 、 治 療 す る 歯 科 矯 正 医 に は 有 用 な 分 析 ツ ー ル を 提 供 す る 。 し か し な
が ら 、 治 療 す る 歯 科 矯 正 医 に 対 し 、 よ り 優 れ た 治 療 戦 略 を 展 開 す る 助 け と な る 形 式 で 提 供
す る こ と の で き る さ ら な る 情 報 が あ る 。 本 発 明 は 、 こ の さ ら な る 情 報 を 含 む 構 成 に 関 す る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 歯 列 矯 正 治 療 を 展 開 す る 方 法 は 、 以 下 を 含 む 。 す な わ ち 、 第
１ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 第 １ テ ー ブ
ル が 患 者 の 顎 の 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域 に 関 連 し 、 第 ２ テ ー ブ ル が 患 者 の 顎 の 第 ２ 大 臼 歯 か ら
正 中 線 領 域 に 関 連 し 、 第 １ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 患 者 の 顎 の 右 お よ び 左 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域
に 関 連 す る も の で あ る ス テ ッ プ と 、 第 １ テ ー ブ ル で は な く 第 ２ テ ー ブ ル に 第 ２ 叢 生 ／ 間 隔
デ ー タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 第 ２ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 患 者 の 顎 の 双 頭 歯 領 域 に 関
連 す る も の で あ る ス テ ッ プ と 、 第 １ テ ー ブ ル で は な く 第 ２ テ ー ブ ル に 第 ３ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー
タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 第 ３ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 患 者 の 顎 の 大 臼 歯 領 域 に 関 連 す
る も の で あ る ス テ ッ プ と 、 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル に ス ピ ー の 彎 曲 間 隔 デ ー タ を 記 入 す る
ス テ ッ プ で あ っ て 、 ス ピ ー の 彎 曲 間 隔 デ ー タ が 、 患 者 の 顎 の ス ピ ー の 彎 曲 を 矯 正 す る た め
に 必 要 な 空 間 に 関 連 す る も の で あ る ス テ ッ プ と 、 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル に 正 中 線 間 隔 デ
ー タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 正 中 線 間 隔 デ ー タ が 、 患 者 の 顎 に お け る 歯 の 正 中 線 を
移 動 さ せ る た め に 生 成 さ れ か つ 必 要 な 空 間 に 関 連 す る も の で あ る ス テ ッ プ と 、 第 １ お よ び
第 ２ テ ー ブ ル に 切 歯 位 置 デ ー タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 切 歯 位 置 デ ー タ が 、 患 者 の
顎 に お け る 切 歯 の 位 置 を 矯 正 す る た め に 必 要 な 空 間 に 関 連 す る も の で あ る ス テ ッ プ と 、 第
２ テ ー ブ ル で は な く 第 １ テ ー ブ ル に 対 し 、 第 １ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ と 、 ス ピ ー の 彎 曲 間 隔 デ
ー タ と 、 正 中 線 間 隔 デ ー タ と 、 切 歯 位 置 デ ー タ と 、 を 合 計 す る こ と に よ り 第 １ 総 計 を も た
ら す ス テ ッ プ と 、 第 １ テ ー ブ ル で は な く 第 ２ テ ー ブ ル に 対 し 、 第 １ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ と 、
第 ２ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ と 、 第 ３ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ と 、 ス ピ ー の 彎 曲 間 隔 デ ー タ と 、 正 中 線
間 隔 デ ー タ と 、 切 歯 位 置 デ ー タ と 、 を 合 計 す る こ と に よ り 第 ２ 総 計 を も た ら す ス テ ッ プ と
、 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に よ れ ば 、 歯 列 矯 正 に 関 連 す る 方 法 は 、 以 下 を 含 む 。 す な わ ち 、 第 １
叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 第 １ テ ー ブ ル
が 患 者 の 顎 の 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域 に の み 関 連 す る デ ー タ を 含 み 、 第 ２ テ ー ブ ル が 患 者 の 顎
の 第 ２ 大 臼 歯 か ら 正 中 線 領 域 に 関 連 し 患 者 の 顎 の 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域 に 関 連 す る デ ー タ を
含 み 、 第 １ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 患 者 の 顎 の 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域 に 関 連 す る も の で あ る ス テ
ッ プ と 、 第 ２ テ ー ブ ル に 第 ２ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 第 ２ 叢 生 ／
間 隔 デ ー タ が 患 者 の 顎 の 双 頭 歯 領 域 に 関 連 す る も の で あ る ス テ ッ プ と 、 第 ２ テ ー ブ ル に 第
３ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 第 ３ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 患 者 の 顎 の 大
臼 歯 領 域 に 関 連 す る も の で あ る ス テ ッ プ と 、 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル に ス ピ ー の 彎 曲 間 隔
デ ー タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 ス ピ ー の 彎 曲 間 隔 デ ー タ が 、 患 者 の 顎 の ス ピ ー の 彎
曲 を 矯 正 す る た め に 必 要 な 空 間 に 関 連 す る も の で あ る ス テ ッ プ と 、 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ
ル に 正 中 線 間 隔 デ ー タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 正 中 線 間 隔 デ ー タ が 、 患 者 の 顎 に お
け る 歯 の 正 中 線 を 移 動 さ せ る た め に 生 成 さ れ か つ 必 要 な 空 間 に 関 連 す る も の で あ る ス テ ッ
プ と 、 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル に 切 歯 位 置 デ ー タ を 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 切 歯 位 置
デ ー タ が 、 患 者 の 顎 に お け る 切 歯 の 位 置 を 矯 正 す る た め に 必 要 な 空 間 に 関 連 す る も の で あ
る ス テ ッ プ と 、 第 １ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ と 、 ス ピ ー の 彎 曲 間 隔 デ ー タ と 、 正 中 線 間 隔 デ ー タ
と 、 切 歯 位 置 デ ー タ と 、 を 合 計 す る こ と に よ り 第 １ 総 計 を も た ら し 、 第 １ 総 計 を 第 １ 初 期
不 調 和 と し て 第 １ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、 第 １ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ と 、 第 ２ 叢 生 ／
間 隔 デ ー タ と 、 第 ３ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ と 、 ス ピ ー の 彎 曲 間 隔 デ ー タ と 、 正 中 線 間 隔 デ ー タ
と 、 切 歯 位 置 デ ー タ と 、 を 合 計 す る こ と に よ り 第 ２ 総 計 を も た ら し 、 第 ２ 総 計 を 第 ２ 初 期
不 調 和 と し て 第 ２ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、 他 の 生 成 さ れ た 空 間 を 第 １ お よ び 第 ２
テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、 第 １ 総 計 と 他 の 生 成 さ れ た 空 間 と を 合 計 す る こ と に よ り
第 ３ 総 計 を も た ら し 、 第 ３ 総 計 を 第 １ 残 存 不 調 和 と し て 第 １ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ
と 、 第 ２ 総 計 と 他 の 生 成 さ れ た 空 間 と を 合 計 す る こ と に よ り 第 ４ 総 計 を も た ら し 、 第 ４ 総
計 を 第 ２ 残 存 不 調 和 と し て 第 ２ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 で は 、 歯 列 矯 正 に 関 連 す る 方 法 は 、 以 下 を 含 む 。 す な わ ち 、 正
中 線 と 大 臼 歯 と の 関 係 を 正 中 線 チ ャ ー ト に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル
を 有 す る 不 調 和 チ ャ ー ト に 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ 、 第 ５ お よ び 第 ６ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ
を 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 第 １ テ ー ブ ル が 患 者 の 顎 の 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域 の み に 関 連
す る デ ー タ を 含 み 、 第 ２ テ ー ブ ル が 、 患 者 の 顎 の 第 ２ 大 臼 歯 か ら 正 中 線 領 域 に 関 連 し 患 者
の 顎 の 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域 を 含 み 、 第 １ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 、 患 者 の 顎 の 犬 歯 か ら 正 中 線
領 域 に 関 連 し 、 第 ２ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 、 患 者 の 顎 の 双 頭 歯 領 域 に 関 連 し 、 第 ３ 叢 生 ／ 間
隔 デ ー タ が 、 患 者 の 顎 の 大 臼 歯 領 域 に 関 連 し 、 第 ４ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 、 ス ピ ー の 彎 曲 に
関 連 し 、 第 ５ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 、 正 中 線 位 置 に 関 連 し 、 第 ６ 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 、 切 歯
位 置 に 関 連 す る も の で あ る ス テ ッ プ と 、 第 １ お よ び 第 ２ テ ー ブ ル か ら の デ ー タ を 予 測 治 療
チ ャ ー ト に 記 入 す る ス テ ッ プ と 、 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 で は 、 歯 列 矯 正 に 関 連 す る 方 法 は 、 以 下 を 含 む 。 す な わ ち 、 叢
生 ／ 間 隔 デ ー タ を 第 １ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 第 １ テ ー ブ ル に 記 入 さ れ る
叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 、 患 者 の 顎 の 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域 に 関 連 す る も の で あ る ス テ ッ プ と 、
叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 第 ２ テ ー ブ ル に 記 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 第 ２ テ ー ブ ル に 記 入 さ れ
る 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ が 、 患 者 の 顎 の 第 ２ 大 臼 歯 か ら 正 中 線 領 域 に 関 連 し 、 患 者 の 顎 の 犬 歯
か ら 正 中 線 領 域 に 関 連 す る 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ を 含 む も の で あ る ス テ ッ プ と 、 第 １ お よ び 第
２ テ ー ブ ル に 記 入 さ れ た 叢 生 ／ 間 隔 デ ー タ に 基 づ い て 歯 列 矯 正 治 療 を 計 画 す る ス テ ッ プ と
、 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 態 様 を 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 特 徴 に よ っ て 定 義 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 こ れ ら お よ び 他 の 特 徴 お よ び 利 点 は 、 図 面 を 考 慮 し て 本 発 明 の 詳 細 な 考 察 か ら よ り 明 ら
か と な ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ８ の チ ャ ー ト を 使 用 し て 、 右 側 お よ び 左 側 に お け る 患 者 の 初 期 正 中 線 と 第 １ 大 臼 歯 と
の 関 係 を 記 録 す る 。 図 １ １ の 例 示 的 な デ ー タ は 、 患 者 の 上 正 中 線 が 左 右 対 称 で あ る こ と と
、 下 正 中 線 が 上 正 中 線 か ら 右 に ２ ｍ ｍ ず れ て い る こ と と 、 を 示 す 。 図 １ １ の 大 臼 歯 関 係 デ
ー タ は 、 右 お よ び 左 側 に お い て 患 者 の 上 第 １ 大 臼 歯 と 下 第 １ 大 臼 歯 と の 間 の ３ ｍ ｍ の Ｉ Ｉ
級 偏 位 を 示 す 。 図 ８ の チ ャ ー ト に 基 づ き 、 患 者 の い か な る オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 、 オ ー バ ー バ
イ ト お よ び ク ロ ス バ イ ト を 記 録 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ９ に 、 ３ × ３ お よ び ７ × ７ の テ ー ブ ル を 有 す る チ ャ ー ト を 示 し 、 そ れ を 用 い て 下 顎 歯
列 弓 不 調 和 を 記 録 す る 。 ３ × ３ チ ャ ー ト は 、 右 犬 歯 と 正 中 線 と の 間 と 左 犬 歯 と 正 中 線 と の
間 と の 領 域 を カ バ ー す る 。 ７ × ７ チ ャ ー ト は 、 右 第 ２ 大 臼 歯 と 正 中 線 と の 間 と 左 第 ２ 大 臼
歯 と 正 中 線 と の 間 と の 領 域 を カ バ ー す る 。 右 犬 歯 と 正 中 線 と の 間 と 左 犬 歯 と 正 中 線 と の 間
と の 叢 生 の 緩 和 に 必 要 な 空 間 （ ３ × ３ ） を 、 ３ × ３ テ ー ブ ル と ７ × ７ テ ー ブ ル と の 両 方 に
記 録 す る 。 右 小 臼 歯 （ 双 頭 歯 ） と 左 小 臼 歯 と の 叢 生 の 緩 和 に 必 要 な 空 間 は 、 ７ × ７ テ ー ブ
ル の み に 記 録 す る 。 右 大 臼 歯 と 左 大 臼 歯 と の 叢 生 の 緩 和 に 必 要 な 空 間 も ま た 、 ７ × ７ テ ー
ブ ル の み に 記 録 す る 。 こ の よ う に 、 小 臼 歯 と 大 臼 歯 と の 叢 生 の 緩 和 に 必 要 な 空 間 は 、 ３ ×
３ テ ー ブ ル に は 記 録 さ れ な い 。 こ れ は 、 ３ × ３ テ ー ブ ル は 歯 列 弓 の こ れ ら の 領 域 を カ バ ー
し な い た め で あ る 。 ス ピ ー の 彎 曲 を 平 ら に す る た め に 必 要 な 空 間 も ま た 、 図 ９ の テ ー ブ ル
の 両 方 に 記 録 す る 。 さ ら に 、 下 切 歯 の 突 出 ま た は 貫 入 を 矯 正 す る た め に 必 要 な 空 間 を 、 図
９ の テ ー ブ ル の 両 方 に 記 録 す る 。 こ れ ら の 不 調 和 を 総 計 し 、 そ の 総 計 を 初 期 不 調 和 と し て
両 テ ー ブ ル に 記 録 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 述 し た よ う に 、 図 ９ の チ ャ ー ト を 使 用 し て 、 叢 生 を 緩 和 し 、 ス ピ ー の 彎 曲 の 矯 正 を 可
能 に し 、 切 歯 位 置 の 矯 正 を 可 能 に す る た め の 空 間 要 件 を 記 入 す る 。 し か し な が ら 、 顎 の 一
方 の 側 ま た は 両 側 に お い て 空 間 が 存 在 す る 場 合 が あ り ま た は 空 間 を 生 成 し て も よ い 。 た と
え ば 、 下 正 中 線 が 移 動 し た 場 合 、 顎 の 一 方 の 側 に 空 間 が 生 成 さ れ 、 こ の 生 成 さ れ た 空 間 を
図 １ ２ の デ ー タ に よ っ て 示 す よ う に 図 ９ の チ ャ ー ト に 記 録 す る 。 ま た 、 叢 生 で は な く 、 歯
列 弓 の 犬 歯 か ら 正 中 線 、 小 臼 歯 お よ び ／ ま た は 大 臼 歯 領 域 に 空 間 が 存 在 す る 可 能 性 も あ る
。 そ う で あ る 場 合 、 こ れ ら の 既 存 の 空 間 を 、 図 ９ の チ ャ ー ト に 正 の 数 と し て 記 入 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 空 間 要 件 を 満 た す た め に 他 の 空 間 を 生 成 す る こ と が で き 、 図 ９ の チ ャ ー ト に よ
り 、 か か る 他 の 生 成 さ れ た 空 間 の 記 入 が 可 能 に な る 。 こ の た め 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 チ ャ
ー ト は 、 隣 接 面 削 除 （ エ ナ メ ル の ス ト リ ッ ピ ン グ ） の た め 、 下 顎 歯 列 弓 拡 大 （ 広 げ る こ と
） の た め 、 下 大 臼 歯 の 遠 心 移 動 （ 下 大 臼 歯 の 顎 の 後 方 へ の 移 動 ） の た め 、 お よ び 抜 歯 の た
め の 項 目 を 含 む 。 生 成 さ れ た 総 空 間 と 総 空 間 要 件 と の 差 を 、 図 ９ の チ ャ ー ト の 両 テ ー ブ ル
に 残 存 不 調 和 と し て 記 入 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ ２ の ３ × ３ テ ー ブ ル の Ｃ ／ Ｓ ３ × ３ 行 の 例 示 的 な デ ー タ は 、 下 顎 歯 列 弓 が 右 側 に ５
ｍ ｍ の 叢 生 を 有 す る こ と を 示 す 。 こ の 叢 生 は 、 右 下 犬 歯 に 対 し て 近 心 で あ る 。 右 下 犬 歯 と
正 中 線 と の 間 の こ の ５ ｍ ｍ の 叢 生 は ま た 、 図 １ ２ の ７ × ７ テ ー ブ ル の 同 じ 行 に 記 入 す る 。
同 様 に 、 下 顎 歯 列 弓 は 、 左 側 に １ ｍ ｍ の み の 叢 生 を 有 す る 。 こ の 叢 生 は 、 同 様 に 左 下 犬 歯
に 対 し て 近 心 で あ る 。 右 下 犬 歯 と 正 中 線 と の 間 の こ の １ ｍ ｍ の 叢 生 を 、 図 １ ２ の ３ × ３ お
よ び ７ × ７ テ ー ブ ル の Ｃ ／ Ｓ ３ × ３ 行 に 記 入 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ ２ に 示 す ７ × ７ テ ー ブ ル の Ｃ ／ Ｓ 双 頭 歯 ／ Ｅ 行 の 例 示 的 な デ ー タ は 、 下 顎 歯 列 弓 が
、 右 下 象 限 の 双 頭 歯 領 域 の １ ． ５ ｍ ｍ の 使 用 可 能 な 空 間 を 有 す る こ と を 示 す 。 こ の １ ． ５
ｍ ｍ の 使 用 可 能 な 空 間 を 、 図 １ ２ の ７ × ７ テ ー ブ ル に 正 の 数 と し て 記 入 す る 。 同 様 に 、 例
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示 的 な デ ー タ は 、 下 顎 歯 列 弓 が 、 左 下 象 限 の 双 頭 歯 領 域 に １ ． ５ ｍ ｍ の 使 用 可 能 な 空 間 を
有 す る こ と を 示 す 。 こ の １ ． ５ ｍ ｍ の 使 用 可 能 な 空 間 も ま た 、 図 １ ２ の ７ × ７ テ ー ブ ル に
正 の 数 と し て 記 入 す る 。 小 臼 歯 領 域 の こ れ ら の 使 用 可 能 な 空 間 は 、 ３ × ３ テ ー ブ ル の 適 用
範 囲 外 で あ る た め 、 ３ × ３ テ ー ブ ル に は 記 入 し な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ ２ の ３ × ３ テ ー ブ ル の Ｃ ／ Ｓ 大 臼 歯 行 の 例 示 的 な デ ー タ は 、 さ ら に 、 下 顎 歯 列 弓 が
叢 生 を 緩 和 す る た め に 右 下 象 限 の 大 臼 歯 領 域 に １ ． ５ ｍ ｍ の 空 間 を 必 要 と す る 、 と い う こ
と を 示 す 。 こ の １ ． ５ ｍ ｍ の 必 要 な 空 間 を 、 図 １ ２ の ７ × ７ テ ー ブ ル に 負 の 数 と し て 記 入
す る 。 同 様 に 、 例 示 的 な デ ー タ は 、 下 顎 歯 列 弓 が 、 叢 生 を 緩 和 す る た め に 左 下 象 限 の 大 臼
歯 領 域 に １ ． ５ ｍ ｍ の 空 間 を 必 要 と す る こ と を 示 す 。 こ の １ ． ５ ｍ ｍ の 必 要 な 空 間 も ま た
、 図 １ ２ の ７ × ７ テ ー ブ ル に 負 の 数 と し て 記 入 す る 。 大 臼 歯 領 域 の こ れ ら の 必 要 な 空 間 は
、 ３ × ３ テ ー ブ ル の 適 用 範 囲 外 で あ る た め ３ × ３ テ ー ブ ル に は 記 入 し な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ２ の チ ャ ー ト に お い て ス ピ ー の 彎 曲 行 に よ っ て 示 す よ う に 、 ス ピ ー の 彎 曲 を 矯 正 す
る た め に は 、 右 下 側 お よ び 左 下 側 に お い て ０ ． ５ ｍ ｍ の 空 間 が 必 要 で あ る 。 こ の 必 要 な 空
間 を 、 図 １ ２ の ３ × ３ お よ び ７ × ７ テ ー ブ ル の 両 方 に 記 入 す る 。 さ ら に 、 図 １ １ に 関 連 し
て 上 述 し た よ う に 、 下 正 中 線 が 歯 科 的 に 右 へ ２ ｍ ｍ ず れ て い る 。 下 正 中 線 が 歯 科 的 に 右 に
２ ｍ ｍ ず れ て い る た め 、 下 正 中 線 の 矯 正 に は 、 正 中 線 を 左 に ２ ｍ ｍ 移 動 さ せ る こ と が で き
る よ う に 左 側 に ２ ｍ ｍ の 空 間 が 必 要 で あ る 。 正 中 線 を 左 に ２ ｍ ｍ 移 動 さ せ る 結 果 、 右 側 に
２ ｍ ｍ の 空 間 が 生 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 右 側 に お け る ２ ｍ ｍ の 生 成 さ れ た 空 間 を 、 図 １
２ の チ ャ ー ト の 正 中 線 行 に お い て 正 の 数 と し て 示 し 、 左 側 に お け る ２ ｍ ｍ の 必 要 な 空 間 を
、 図 １ ２ の チ ャ ー ト の 正 中 線 行 に お い て 負 の 数 と し て 示 す 。 最 後 に 、 下 切 歯 の 位 置 を 矯 正
す る た め に 、 右 下 側 お よ び 左 下 側 に お い て ２ ｍ ｍ の 空 間 が 必 要 で あ る 。 こ の ２ ｍ ｍ の 必 要
な 空 間 を 、 図 １ ２ の ３ × ３ お よ び ７ × ７ テ ー ブ ル の 切 歯 位 置 行 に 負 の 数 と し て 記 入 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ れ ら の 空 間 要 件 を 初 期 不 調 和 と し て 各 領 域 （ ３ × ３ お よ び ７ × ７ ） に お い て 総 計 す る
。 こ の よ う に 、 図 １ ２ の ３ × ３ テ ー ブ ル に お い て 、 叢 生 を 緩 和 す る た め 、 下 切 歯 の 位 置 を
矯 正 す る た め 、 お よ び ス ピ ー の 彎 曲 を 平 ら に す る た め 、 右 下 側 に お け る 犬 歯 と 正 中 線 と の
間 に ７ ． ５ ｍ ｍ の 空 間 が 必 要 で あ る 。 し か し な が ら 、 下 正 中 線 を 左 に 移 動 す る 場 合 に ２ ｍ
ｍ の 空 間 が 生 成 さ れ る た め 、 右 側 に お け る 総 空 間 要 件 は ５ ． ５ ｍ ｍ で あ り 、 そ れ を 図 １ ２
の ３ × ３ テ ー ブ ル の Ｒ 列 に お い て 初 期 不 調 和 と し て 記 入 す る 。 同 様 に 、 左 下 側 に お い て 、
犬 歯 と 正 中 線 と の 間 の 叢 生 を 緩 和 す る た め 、 下 切 歯 の 位 置 を 矯 正 す る た め 、 ス ピ ー の 彎 曲
を 平 ら に す る た め 、 お よ び 正 中 線 を 矯 正 す る た め 、 ５ ． ５ ｍ ｍ の 空 間 が 必 要 で あ る 。 こ の
総 空 間 要 件 を 、 図 １ ２ の ３ × ３ テ ー ブ ル の Ｌ 列 に お い て 初 期 不 調 和 と し て 記 入 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ ２ の ７ × ７ テ ー ブ ル に お い て 、 叢 生 を 緩 和 す る た め 、 下 切 歯 の 位 置 を 矯 正 す る た め
、 お よ び ス ピ ー の 彎 曲 を 平 ら に す る た め に 、 右 下 側 に ９ ｍ ｍ の 空 間 が 必 要 で あ る 。 し か し
な が ら 、 下 正 中 線 を 左 に 移 動 し た 場 合 に ２ ｍ ｍ の 空 間 が 生 成 さ れ る た め 、 お よ び 双 頭 歯 領
域 に お い て １ ． ５ ｍ ｍ の 空 間 が 使 用 可 能 で あ る た め 、 総 空 間 要 件 は ５ ． ５ ｍ ｍ で あ り 、 そ
れ を 図 １ ２ に 示 す ７ × ７ テ ー ブ ル の Ｒ 列 に お い て 初 期 不 調 和 と し て 記 入 す る 。 同 様 に 、 左
下 側 に お い て 、 叢 生 を 緩 和 す る た め 、 下 切 歯 の 位 置 を 矯 正 す る た め 、 ス ピ ー の 彎 曲 を 平 ら
に す る た め 、 お よ び 正 中 線 を 矯 正 す る た め に 、 ７ ｍ ｍ の 空 間 が 必 要 で あ る 。 し か し な が ら
、 双 頭 歯 領 域 に お い て １ ． ５ ｍ ｍ の 空 間 が 使 用 可 能 で あ る た め 、 総 空 間 要 件 は ５ ． ５ ｍ ｍ
で あ り 、 そ れ を 図 １ ２ に 示 す ７ × ７ テ ー ブ ル の Ｌ 列 に 初 期 不 調 和 と し て 記 入 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ ２ の ３ × ３ お よ び ７ × ７ テ ー ブ ル に お け る 例 示 的 な デ ー タ が 示 す よ う に 、 隣 接 面 削
除 、 下 顎 歯 列 弓 拡 大 お よ び 遠 心 移 動 に よ っ て 生 成 さ れ る 空 間 は 予 期 し て い な い 。 し か し な
が ら 、 大 臼 歯 ま た は 小 臼 歯 領 域 に お け る 抜 歯 の た め に 、 ７ ｍ ｍ の 空 間 が 生 成 さ れ る 。 し た
が っ て 、 右 下 お よ び 左 下 象 限 に お け る ３ × ３ 領 域 の 残 存 不 調 和 は 初 期 不 調 和 と 同 じ で あ る
が 、 右 下 お よ び 左 下 象 限 に お け る ７ × ７ 領 域 の 残 存 不 調 和 は １ ． ５ ｍ ｍ （ 正 の 数 ） で あ り
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、 そ れ は 、 抜 歯 に よ っ て 生 成 さ れ る ７ ｍ ｍ の 空 間 が 、 ５ ． ５ ｍ ｍ の 必 要 な 空 間 を 補 う だ け
に 留 ま ら な い こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ ２ に 示 す も の に 類 似 す る チ ャ ー ト を 、 外 科 手 術 の 場 合 等 、 上 顎 歯 列 弓 に 対 し て 完 成
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ １ お よ び 図 １ ２ の チ ャ ー ト に よ っ て 示 す よ う に 、 患 者 デ ー タ を 図 ８ お よ び 図 ９ の チ
ャ ー ト に 挿 入 す る と 、 図 １ ０ の チ ャ ー ト に お い て 予 測 治 療 変 化 を 記 録 す る こ と が で き る 。
こ の 記 録 さ れ た デ ー タ を 図 １ ３ に 示 す 。 こ れ は 、 図 １ ０ の 複 製 で あ る が 、 予 測 治 療 変 化 に
関 連 す る 患 者 デ ー タ を 含 む 。 図 １ １ お よ び 図 １ ２ に 示 す 例 示 的 な デ ー タ に 基 づ く 予 測 治 療
は 、 上 下 左 右 の 象 限 に お け る 抜 歯 を 含 む 。 こ れ ら の 抜 歯 に よ り 、 右 上 お よ び 左 上 象 限 に ７
ｍ ｍ の 空 間 が 生 成 さ れ 右 下 お よ び 左 下 象 限 に お い て ７ ｍ ｍ の 空 間 が 生 成 さ れ る 。 上 の 抜 歯
を 、 図 １ ３ の チ ャ ー ト に お い て 右 上 お よ び 左 上 象 限 に （ ７ ） と し て 記 録 す る 。 下 の 抜 歯 も
ま た 、 図 １ ３ の チ ャ ー ト に 記 録 す る 。 し か し な が ら 、 下 顎 歯 列 弓 は ま た 右 下 お よ び 左 下 双
頭 歯 領 域 に お い て １ ． ５ ｍ ｍ の リ ー ウ ェ イ （ Ｅ ） ス ペ ー ス を 取 得 す る た め 、 下 の 抜 歯 （ ７
） に よ っ て 生 成 さ れ る 空 間 を 、 下 双 頭 歯 の 領 域 に お い て リ ー ウ ェ イ ス ペ ー ス （ １ ． ５ ） に
加 算 し 、 そ の 総 計 を 右 下 お よ び 左 下 象 限 に お い て （ ８ ． ５ ） と し て 記 録 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 右 下 象 限 に お い て 生 成 さ れ る １ ０ ． ５ ｍ ｍ の 空 間 （ す な わ ち 、 抜 歯 に よ る ７ ｍ ｍ ＋ 正 中
線 を 左 に 移 動 す る こ と に よ っ て も た ら さ れ る ２ ｍ ｍ ＋ 双 頭 歯 領 域 に お け る リ ー ウ ェ イ ス ペ
ー ス の １ ． ５ ｍ ｍ ） に よ り 、 右 下 象 限 の 歯 を 正 し く 配 置 す る こ と が で き る 。 右 下 象 限 に お
け る こ の 矯 正 で は 、 犬 歯 と 正 中 線 と の 間 の 叢 生 を 緩 和 す る た め に ５ ｍ ｍ の 空 間 を 使 用 し 、
ス ピ ー の 彎 曲 を 平 ら に す る た め に ０ ． ５ ｍ ｍ の 空 間 を 使 用 し 、 大 臼 歯 領 域 の 叢 生 を 緩 和 す
る た め に １ ． ５ ｍ ｍ の 空 間 を 使 用 し 、 切 歯 位 置 矯 正 の た め に ２ ｍ ｍ の 空 間 を 使 用 す る 。 こ
の 矯 正 に よ り 、 １ ． ５ ｍ ｍ の 未 使 用 空 間 が 残 る 。 結 果 と し て 、 右 下 象 限 に お け る 後 方 の 大
臼 歯 を 前 方 に （ 近 心 に ） 移 動 さ せ る こ と に よ り こ の 未 使 用 空 間 を 埋 め る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ ３ の チ ャ ー ト へ の 記 入 に よ り 、 正 中 線 の ２ ｍ ｍ 移 動 と 右 下 象 限 に お け る 犬 歯 と 正 中
線 と の 間 の 歯 の 正 味 ５ ． ５ ｍ ｍ の 遠 心 移 動 と が 示 さ れ る 。 図 １ ３ の チ ャ ー ト は ま た 、 右 下
象 限 に お け る ８ ． ５ ｍ ｍ の 使 用 可 能 空 間 も 示 す 。 遠 心 歯 移 動 の 正 味 ５ ． ５ ｍ ｍ と 使 用 可 能
空 間 の ８ ． ５ ｍ ｍ と の 差 （ ３ ｍ ｍ ） を 、 図 １ ３ の チ ャ ー ト に お い て 右 下 象 限 の 大 臼 歯 領 域
で 近 心 に 正 味 ３ ｍ ｍ と し て 記 録 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 左 下 象 限 に お い て 生 成 さ れ る １ ０ ｍ ｍ の 空 間 （ す な わ ち 、 抜 歯 に よ る ７ ｍ ｍ ＋ 双 頭 歯 領
域 に お け る リ ー ウ ェ イ ス ペ ー ス の １ ． ５ ｍ ｍ ） に よ り 、 左 下 象 限 の 歯 を 正 し く 配 置 す る こ
と が で き る 。 右 下 象 限 に お け る こ の 矯 正 は 、 犬 歯 と 正 中 線 と の 間 の 叢 生 を 緩 和 す る た め に
１ ｍ ｍ の 空 間 を 使 用 し 、 ス ピ ー の 彎 曲 を 平 ら に す る た め に ０ ． ５ ｍ ｍ の 空 間 を 使 用 し 、 大
臼 歯 領 域 に お い て 叢 生 を 緩 和 す る た め に １ ． ５ ｍ ｍ の 空 間 を 使 用 し 、 正 中 線 矯 正 の た め に
２ ｍ ｍ の 空 間 を 使 用 し 、 切 歯 位 置 矯 正 の た め に ２ ｍ ｍ の 空 間 を 使 用 す る 。 こ の 矯 正 に よ り
、 １ ． ５ ｍ ｍ の 未 使 用 空 間 が 残 る 。 結 果 と し て 、 左 下 象 限 の 後 方 の 大 臼 歯 を 前 方 に 移 動 さ
せ る こ と に よ り 、 こ の 未 使 用 空 間 を 埋 め る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ ３ の チ ャ ー ト に 対 す る 記 入 に よ り 、 正 中 線 の ２ ｍ ｍ の 移 動 と 、 左 下 象 限 に お け る 犬
歯 と 正 中 線 と の 間 の 正 味 ５ ． ５ ｍ ｍ の 歯 の 移 動 と が 示 さ れ る 。 図 １ ３ の チ ャ ー ト は ま た 、
左 下 象 限 に お け る ８ ． ５ ｍ ｍ の 使 用 可 能 空 間 も 示 す 。 遠 心 歯 移 動 の ５ ． ５ ｍ ｍ と 使 用 可 能
空 間 の ８ ． ５ ｍ ｍ と の 間 の 差 （ ３ ｍ ｍ ） を 、 図 １ ３ の チ ャ ー ト に お い て 左 下 象 限 の 大 臼 歯
領 域 で 近 心 に 正 味 ３ ｍ ｍ と し て 記 録 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 右 上 象 限 に お い て 抜 歯 に よ り 生 成 さ れ る ７ ｍ ｍ の 空 間 に よ り 、 右 上 象 限 の 歯 を 正 し く 配
置 す る こ と が で き る 。 右 上 象 限 に お け る こ の 矯 正 は 、 犬 歯 と 正 中 線 と の 間 の 叢 生 を 緩 和 す
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る た め に ７ ｍ ｍ の 空 間 す べ て を 使 用 す る 。 同 様 に 、 左 上 象 限 に お い て 抜 歯 か ら 生 成 さ れ る
７ ｍ ｍ の 空 間 に よ り 、 左 上 象 限 の 歯 を 正 し く 配 値 す る こ と が で き る 。 左 上 象 限 に お け る こ
の 矯 正 は 、 犬 歯 と 正 中 線 と の 間 の 叢 生 を 緩 和 す る た め に ７ ｍ ｍ の 空 間 す べ て を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ ３ の チ ャ ー ト に 対 す る 記 入 に よ り 、 右 上 象 限 に お け る 犬 歯 と 正 中 線 と の 間 の 歯 の 正
味 ７ ｍ ｍ の 移 動 と 、 左 上 象 限 に お け る 犬 歯 と 正 中 線 と の 間 の 歯 の 正 味 ７ ｍ ｍ の 移 動 と 、 が
示 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ４ Ａ ～ 図 １ ４ Ｃ に お い て フ ロ ー チ ャ ー ト に よ っ て 示 し コ ン ピ ュ ー タ が 実 行 す る コ ン
ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム １ ０ ０ を 使 用 し て 、 本 発 明 を 実 施 し て も よ い 。 プ ロ グ ラ ム １ ０ ０ の 開
始 時 、 ブ ロ ッ ク １ ０ ２ は 、 ユ ー ザ に 対 し 、 ３ × ３ 叢 生 を 負 の 数 と し て ま た は ３ × ３ 使 用 可
能 間 隔 を 正 の 数 と し て 入 力 す る よ う に 促 す 。 こ の デ ー タ が 入 力 さ れ る と 、 ブ ロ ッ ク １ ０ ４
は 、 こ の デ ー タ が 歯 列 弓 不 調 和 チ ャ ー ト （ 図 ９ ） の Ｃ ／ Ｓ ３ × ３ 行 に 挿 入 さ れ る よ う に す
る 。 図 １ １ ～ 図 １ ３ の 例 示 的 な デ ー タ を 使 用 し て 、 ブ ロ ッ ク １ ０ ４ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う
に 、 ３ × ３ お よ び ７ × ７ テ ー ブ ル の Ｒ 列 に － ５ を 挿 入 し Ｌ 列 に － １ を 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ブ ロ ッ ク １ ０ ６ は 、 ユ ー ザ に 対 し 、 双 頭 歯 領 域 に 対 し 負 の 数 と し て 叢 生 を 入 力 す る か 正
の 数 と し て 使 用 可 能 空 間 を 入 力 す る よ う に 促 す 。 こ の デ ー タ が 入 力 さ れ る と 、 ブ ロ ッ ク １
０ ８ は 、 こ の デ ー タ が 歯 列 弓 不 調 和 チ ャ ー ト の Ｃ ／ Ｓ 双 頭 歯 ／ Ｅ 行 に 挿 入 さ れ る よ う に す
る 。 図 １ １ ～ 図 １ ３ の 例 示 的 な デ ー タ を 使 用 し て 、 ブ ロ ッ ク １ ０ ８ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う
に ７ × ７ テ ー ブ ル の Ｒ お よ び Ｌ 列 に １ ． ５ を 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ブ ロ ッ ク １ １ ０ は 、 ユ ー ザ に 対 し 、 大 臼 歯 領 域 に 対 し て 負 の 数 と し て 叢 生 を 入 力 す る か
正 の 数 と し て 使 用 可 能 空 間 を 入 力 す る よ う に 促 す 。 こ の デ ー タ が 入 力 さ れ る と 、 ブ ロ ッ ク
１ １ ２ は 、 こ の デ ー タ が 歯 列 弓 不 調 和 チ ャ ー ト の Ｃ ／ Ｓ 大 臼 歯 行 に 挿 入 さ れ る よ う に す る
。 図 １ １ ～ 図 １ ３ の 例 示 的 な デ ー タ を 使 用 し て 、 ブ ロ ッ ク １ １ ２ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に
、 ７ × ７ テ ー ブ ル の Ｒ お よ び Ｌ 列 に － １ ． ５ を 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ブ ロ ッ ク １ １ ４ は 、 ユ ー ザ に 対 し 、 ス ピ ー の 彎 曲 の 任 意 の 矯 正 に 対 し て 負 の 数 と し て 叢
生 を 入 力 す る よ う に 促 す 。 こ の デ ー タ が 入 力 さ れ る と 、 ブ ロ ッ ク １ １ ６ は 、 こ の デ ー タ が
歯 列 弓 不 調 和 チ ャ ー ト の ス ピ ー の 彎 曲 行 に 挿 入 さ れ る よ う に す る 。 図 １ １ ～ 図 １ ３ の 例 示
的 な デ ー タ を 使 用 し て 、 ブ ロ ッ ク １ １ ６ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 ３ × ３ テ ー ブ ル と ７ ×
７ テ ー ブ ル と の Ｒ お よ び Ｌ 列 に － ０ ， ５ を 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ブ ロ ッ ク １ １ ８ は 、 ユ ー ザ に 対 し 、 負 の 数 と し て 叢 生 を 入 力 す る か 正 の 数 と し て 正 中 線
偏 位 の 矯 正 か ら も た ら さ れ る 使 用 可 能 空 間 を 入 力 す る よ う に 促 す 。 こ の デ ー タ が 入 力 さ れ
る と 、 ブ ロ ッ ク １ ２ ０ は 、 こ の デ ー タ が 歯 列 弓 不 調 和 チ ャ ー ト の 正 中 線 行 に 挿 入 さ れ る よ
う に す る 。 図 １ １ ～ 図 １ ３ の 例 示 的 な デ ー タ を 使 用 し て 、 ブ ロ ッ ク １ ２ ０ は 、 す べ て 図 １
２ に 示 す よ う に 、 ３ × ３ テ ー ブ ル と ７ × ７ テ ー ブ ル と の Ｒ 列 に ２ を 挿 入 し 、 ３ × ３ テ ー ブ
ル と ７ × ７ テ ー ブ ル と の Ｌ 列 に － ２ を 挿 入 す る 。 ブ ロ ッ ク １ ２ ０ は ま た 、 正 中 線 チ ャ ー ト
（ 図 ８ ） に 正 中 線 偏 位 を 挿 入 す る 。 し た が っ て 、 図 １ １ ～ 図 １ ３ の 例 示 的 な デ ー タ を 使 用
し て 、 ブ ロ ッ ク １ ２ ０ は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 正 中 線 偏 位 に 対 し て ２ を 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ブ ロ ッ ク １ ２ ２ は 、 ユ ー ザ に 対 し 、 負 の 数 と し て 切 歯 位 置 の 矯 正 に よ っ て も た ら さ れ る
叢 生 を 入 力 す る よ う に 促 す 。 こ の デ ー タ が 入 力 さ れ る と 、 ブ ロ ッ ク １ ２ ４ は 、 こ の デ ー タ
が 歯 列 弓 不 調 和 チ ャ ー ト の 切 歯 位 置 に 挿 入 さ れ る よ う に す る 。 図 １ １ ～ 図 １ ３ の 例 示 的 な
デ ー タ を 使 用 し て 、 ブ ロ ッ ク １ ２ ４ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 ３ × ３ テ ー ブ ル と ７ × ７ テ
ー ブ ル と の Ｒ お よ び Ｌ 列 に － ２ を 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ブ ロ ッ ク １ ２ ６ は 、 こ こ ま で に 論 考 し た Ｒ お よ び Ｌ 列 へ の 入 力 を 総 計 （ 合 計 ） し 、 こ れ
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ら の 総 計 を 初 期 不 調 和 と し て 歯 列 弓 不 調 和 チ ャ ー ト の 初 期 不 調 和 行 に 入 力 す る 。 図 １ １ ～
図 １ ３ の 例 示 的 な デ ー タ を 使 用 し て 、 ブ ロ ッ ク １ ２ ６ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 ３ × ３ テ
ー ブ ル と ７ × ７ テ ー ブ ル と の Ｒ お よ び Ｌ 列 に － ５ ． ５ を 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ブ ロ ッ ク １ ２ ８ は 、 ユ ー ザ に 対 し 、 ス ト リ ッ ピ ン グ 、 拡 大 お よ び 遠 心 移 動 が 予 測 治 療 に
お い て 企 図 さ れ る と 想 定 し て 、 ス ト リ ッ ピ ン グ 、 拡 大 お よ び 遠 心 移 動 に よ っ て 生 成 さ れ る
空 間 を 正 の 数 と し て 入 力 す る よ う に 促 す 。 こ の デ ー タ が 入 力 さ れ る と 、 ブ ロ ッ ク １ ３ ０ は
、 ス ト リ ッ ピ ン グ デ ー タ が 歯 列 弓 不 調 和 チ ャ ー ト の ス ト リ ッ ピ ン グ 行 に 挿 入 さ れ る よ う に
す る 。 図 １ １ ～ 図 １ ３ の 例 示 的 な デ ー タ を 使 用 し て 、 ブ ロ ッ ク １ ３ ０ は 、 図 １ ２ に 示 す よ
う に 、 ３ × ３ テ ー ブ ル と ７ × ７ テ ー ブ ル と の Ｒ お よ び Ｌ 列 に ０ を 挿 入 す る 。 ブ ロ ッ ク １ ３
０ は ま た 、 拡 大 デ ー タ が 歯 列 弓 不 調 和 チ ャ ー ト の 拡 大 行 に 挿 入 さ れ る よ う に す る 。 図 １ １
～ 図 １ ３ の 例 示 的 な デ ー タ を 使 用 し て 、 ブ ロ ッ ク １ ３ ０ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 ３ × ３
テ ー ブ ル と ７ × ７ テ ー ブ ル と の Ｒ お よ び Ｌ 列 に ０ を 挿 入 す る 。 ブ ロ ッ ク １ ３ ０ は さ ら に 、
遠 心 移 動 デ ー タ が 歯 列 弓 不 調 和 チ ャ ー ト の 遠 心 移 動 行 に 挿 入 さ れ る よ う に す る 。 図 １ １ ～
図 １ ３ の 例 示 的 な デ ー タ を 使 用 し て 、 ブ ロ ッ ク １ ３ ０ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 ７ × ７ テ
ー ブ ル の Ｒ お よ び Ｌ 列 に ０ を 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ブ ロ ッ ク １ ３ ２ は 、 ユ ー ザ に 対 し 、 抜 歯 が 予 測 治 療 に お い て 企 図 さ れ る と 想 定 し て 、 抜
歯 に よ っ て も た ら さ れ る 使 用 可 能 空 間 を 入 力 す る よ う に 促 す 。 こ の デ ー タ が 入 力 さ れ る と
、 ブ ロ ッ ク １ ３ ４ は 、 こ の デ ー タ が 歯 列 弓 不 調 和 チ ャ ー ト の 抜 歯 行 に 挿 入 さ れ る よ う に す
る 。 図 １ １ ～ 図 １ ３ の 例 示 的 な デ ー タ を 使 用 し て 、 ブ ロ ッ ク １ ３ ４ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う
に 、 ７ × ７ テ ー ブ ル の Ｒ お よ び Ｌ 列 に ７ を 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ブ ロ ッ ク １ ３ ６ は 、 初 期 不 調 和 を ス ト リ ッ ピ ン グ 、 拡 大 、 遠 心 移 動 お よ び 抜 歯 に よ っ て
生 成 さ れ る 他 の 空 間 と 総 計 （ 合 計 ） し 、 こ れ ら の 総 計 を 残 存 不 調 和 と し て 歯 列 弓 不 調 和 チ
ャ ー ト の 残 存 不 調 和 行 に 挿 入 す る 。 図 １ １ ～ 図 １ ３ の 例 示 的 な デ ー タ を 使 用 し て 、 ブ ロ ッ
ク １ ３ ６ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 ３ × ３ テ ー ブ ル の Ｒ お よ び Ｌ 列 に － ５ ． ５ を 挿 入 し 、
７ × ７ テ ー ブ ル の Ｒ お よ び Ｌ 列 に １ ． ５ を 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ブ ロ ッ ク １ ３ ８ は 、 図 １ ０ の チ ャ ー ト に 予 測 治 療 を 挿 入 す る 。 こ の た め 、 下 顎 歯 列 弓 の
場 合 、 ブ ロ ッ ク １ ３ ８ は 、 図 １ ０ の チ ャ ー ト に 正 中 線 の 移 動 と 、 抜 歯 （ あ る 場 合 は ） に よ
っ て 生 成 さ れ る 空 間 と 、 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域 に お け る 歯 の 移 動 と 、 大 臼 歯 領 域 に お け る 歯
の 移 動 と 、 を 挿 入 す る 。 図 １ １ ～ 図 １ ３ の 例 示 的 な デ ー タ を 使 用 し て 、 お よ び 図 １ ３ に 示
す よ う に 、 ブ ロ ッ ク １ ３ ８ は 、 正 中 線 移 動 を 示 す た め に － ２ を 挿 入 し 、 右 側 お よ び 左 側 で
の 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域 に お け る 歯 の ５ ． ５ ｍ ｍ 遠 心 移 動 を 挿 入 し 、 右 側 お よ び 左 側 で の 大
臼 歯 領 域 に お け る 歯 の ３ ｍ ｍ 近 心 移 動 を 挿 入 し 、 ８ ． ５ ｍ ｍ の 結 合 さ れ た 抜 歯 お よ び リ ー
ウ ェ イ ス ペ ー ス を 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 下 顎 歯 列 弓 の 場 合 、 ブ ロ ッ ク １ ３ ８ は 、 図 １ ０ の チ ャ ー ト に 、 正 中 線 の 移 動 と 、 抜 歯 （
あ る 場 合 ） に よ っ て 生 成 さ れ る 空 間 と 、 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域 に お け る 歯 の 移 動 と 、 大 臼 歯
領 域 に お け る 歯 の 移 動 と 、 を 挿 入 す る 。 図 １ １ ～ 図 １ ３ の 例 示 的 な デ ー タ を 使 用 し て 、 お
よ び 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 ブ ロ ッ ク １ ３ ８ は 、 上 正 中 線 移 動 を 示 す た め に ０ を 挿 入 し 、 右
側 お よ び 左 側 で の 犬 歯 か ら 正 中 線 領 域 に お け る 歯 の ７ ｍ ｍ の 遠 心 移 動 を 挿 入 し 、 右 側 お よ
び 左 側 で の 大 臼 歯 領 域 に お け る 歯 の ０ ｍ ｍ 移 動 を 挿 入 し 、 ７ ｍ ｍ の 抜 歯 ス ペ ー ス を 挿 入 す
る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ブ ロ ッ ク １ ４ ０ は 、 ユ ー ザ に 対 し 、 右 側 お よ び 左 側 で の 患 者 の 上 第 １ 大 臼 歯 と 下 第 １ 大
臼 歯 と の 偏 位 を 示 す 大 臼 歯 関 係 を 入 力 す る よ う に 促 す 。 こ の デ ー タ が 入 力 さ れ る と 、 ブ ロ
ッ ク １ ４ ２ は 、 こ の デ ー タ が 正 中 線 チ ャ ー ト に 挿 入 さ れ る よ う に す る 。 図 １ １ ～ 図 １ ３ の
例 示 的 な デ ー タ を 使 用 し て 、 ブ ロ ッ ク １ ４ ２ は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 右 お よ び 左 の 大 臼
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歯 関 係 に 対 し ３ を 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ブ ロ ッ ク １ ４ ４ は 、 完 了 し た チ ャ ー ト が モ ニ タ に お い て ユ ー ザ に 表 示 さ れ る よ う に す る
。 代 替 的 に 、 ま た は さ ら に 、 ブ ロ ッ ク １ ４ ０ は 、 完 了 し た チ ャ ー ト が ユ ー ザ に 対 し て プ リ
ン ト さ れ る よ う に す る 。 こ れ ら の チ ャ ー ト の 情 報 の 提 示 に よ り 、 歯 科 矯 正 医 は 患 者 を よ り
効 果 的 に 治 療 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 変 更 態 様 を 上 述 し た 。 本 発 明 の 技 術 分 野 に お け る 当 業 者 に は 、 他 の
変 更 態 様 が 思 い つ く で あ ろ う 。 た と え ば 、 ユ ー ザ に 対 し て あ る デ ー タ を 入 力 す る よ う に 促
す た め に 、 様 々 な コ ン ピ ュ ー タ プ ロ ン プ ト に つ い て 上 述 し た 。 典 型 的 に は 、 こ れ ら の プ ロ
ン プ ト は 、 適 当 な 表 示 画 面 に よ っ て 提 供 さ れ る 。 し か し な が ら 、 音 声 プ ロ ン プ ト お よ び 他
の タ イ プ の プ ロ ン プ ト を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 さ ら に 、 ブ ロ ッ ク １ ３ ８ は 、 上 述 し た よ う に 、 図 １ ０ の チ ャ ー ト に 予 測 治 療 を 自 動 的 に
挿 入 す る 。 し か し な が ら 、 代 り に 、 ブ ロ ッ ク １ ３ ８ を 、 ユ ー ザ に 対 し て 予 測 治 療 を 図 １ ０
の チ ャ ー ト に 手 動 で 入 力 す る よ う に お よ び ／ ま た は 図 １ ０ の チ ャ ー ト に 自 動 的 に お よ び ／
ま た は 手 動 で 入 力 さ れ た 予 測 治 療 を 編 集 す る よ う に 、 促 す よ う 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 説 明 は 、 単 に 例 示 と し て 解 釈 さ れ る べ き で あ り 、 当 業 者 に 対 し て
本 発 明 を 実 行 す る 最 良 の 形 態 を 教 示 す る 目 的 の も の で あ る 。 本 発 明 の 精 神 か ら 実 質 的 に 逸
脱 す る こ と な く 詳 細 を 変 更 し て も よ く 、 併 記 の 特 許 請 求 の 範 囲 の 適 用 範 囲 内 に あ る す べ て
の 変 更 態 様 の 排 他 的 な 使 用 が 確 保 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 図 １ 】 患 者 の 初 期 正 中 線 と 第 １ 大 臼 歯 と の 関 係 を 記 録 す る た め に 使 用 し て も よ い 既 知 の
ブ ラ ン ク チ ャ ー ト を 示 す 。
【 図 ２ 】 下 顎 歯 列 弓 不 調 和 を 記 録 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 既 知 の ブ ラ ン ク チ ャ ー
ト を 示 す 。
【 図 ３ 】 患 者 に 対 し て 予 測 治 療 変 化 を 記 録 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 既 知 の ブ ラ ン
ク チ ャ ー ト を 示 す 。
【 図 ４ 】 図 １ の チ ャ ー ト に 記 録 さ れ た 患 者 に 対 す る 例 示 的 な デ ー タ を 示 す 。
【 図 ５ 】 図 ２ の チ ャ ー ト に 記 録 さ れ た 患 者 に 対 す る 例 示 的 な デ ー タ を 示 す 。
【 図 ６ 】 図 ３ の チ ャ ー ト に 記 録 さ れ 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す 例 示 的 な デ ー タ に 基 づ く 、 患 者
に 対 す る 予 測 治 療 変 化 を 示 す 。
【 図 ７ 】 ス ピ ー の 彎 曲 を 理 解 す る た め に 有 用 な 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ り 患 者 の 初 期 正 中 線 と 第 １ 大 臼 歯 と の 関 係 を 記 録 す る た め に 使 用 し て
も よ い ブ ラ ン ク チ ャ ー ト を 示 す 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に よ り 下 顎 歯 列 弓 不 調 和 を 記 録 す る た め に 使 用 し て も よ い ブ ラ ン ク チ ャ ー
ト を 示 す 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に よ り 患 者 に 対 す る 予 測 治 療 変 化 を 記 録 す る た め に 使 用 し て も よ い ブ ラ
ン ク チ ャ ー ト を 示 す 。
【 図 １ １ 】 図 ８ の チ ャ ー ト に 記 録 さ れ た 患 者 に 対 す る 例 示 的 な デ ー タ を 示 す 。
【 図 １ ２ 】 図 ９ の チ ャ ー ト に 記 録 さ れ た 患 者 に 対 す る 例 示 的 な デ ー タ を 示 す 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ０ の チ ャ ー ト に 記 録 さ れ 図 １ １ お よ び 図 １ ２ に 示 す 例 示 的 な デ ー タ に 基 づ
く 、 患 者 に 対 す る 予 測 治 療 変 化 を 示 す 。
【 図 １ ４ Ａ 】 本 発 明 を 実 行 す る た め に コ ン ピ ュ ー タ が 実 施 し て も よ い プ ロ グ ラ ム を 表 す フ
ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。
【 図 １ ４ Ｂ 】 本 発 明 を 実 行 す る た め に コ ン ピ ュ ー タ が 実 施 し て も よ い プ ロ グ ラ ム を 表 す フ
ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。
【 図 １ ４ Ｃ 】 本 発 明 を 実 行 す る た め に コ ン ピ ュ ー タ が 実 施 し て も よ い プ ロ グ ラ ム を 表 す フ
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ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ Ａ 】

(19) JP 2005-510290 A 2005.4.21



【 図 １ ４ Ｂ 】 【 図 １ ４ Ｃ 】
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